
名
古
屋
地
本
は
、

月
10

20

日
名
古
屋
市
名
鉄
会
館
で

「
松
山
文
成
さ
ん
加
入
１

年
！
さ
ら
に
組
織
拡
大
を
目

指
す
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
集
会
は
、
１
年
前

に
加
入
し
た
松
山
文
成
さ
ん

の
勇
気
に
学
び
、
こ
の
１
年

間
の
闘
い
を
振
り
返
り
、
更

に
組
織
拡
大
を
目
指
す
た
め

の
意
思
統
一
を
図
る
た
め
の

も
の
で
す
。

集
会
は
、
こ
の
間
の
闘
い

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で
始
ま
り
、

各
地
本
か
ら
の
連
帯
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小

林
本
部
書
記
長
、
山
田
地
本

委
員
長
、
松
山
文
成
さ
ん
と

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
加
入
前
・
加
入

す
る
に
あ
た
っ
て
、
加
入
後

の
闘
い
を
討
論
し
、
こ
れ
ま

で
の
闘
い
の
教
訓
点
を
明
確

に
し
、
今
後
の
闘
い
の
方
向

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
か
ら
加
入
し
た

年
10

先
輩
の
森
下
暢
紀
さ
ん
か

ら
、
共
に
闘
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

希
望
を
持
っ
て
就
職
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
も

で
き
な
い
ま
ま
自
ら
退
職
の

道
を
選
ん
で
い
っ
た
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
に
怒

り
不
満
を
持
っ
て
い
る
多
く

の
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
組
合

員
に
対
し
、
現
状
を
明
ら
か

に
し
、
訴
え
て
い
く
た
め
に
、

共
に
闘
う
こ
と
を
参
加
者
全

体
で
確
認
し
、
集
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

判
例
が
あ
る
か
ら
勝
利
し
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ

の
間
の
闘
い
の
積
み
重
ね
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
勝
利
し
た

の
で
あ
る
。
最
後
ま
で
闘
っ

て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。来

賓
と
し
て
、
本
部
小
林

書
記
長
、
名
古
屋
地
本
山
田

委
員
長
が
連
帯
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

名
古
屋
車
両
所
分
会
村
上

委
員
長
は
「
申
し
立
て
当
時

は
反
対
意
見
が
あ
っ
た
。
途

中
で
止
め
よ
う
と
思
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
理

不
尽
を
許
さ
な
い
と
い
う
意

思
で
、
闘
っ
て
き
た
。
そ
し

て
、
今
が
あ
る
。
闘
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
」
と
、
闘
い

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
で

確
認
し
、
集
会
は
成
功
裡
に

終
了
し
ま
し
た
。

原
氏
は
、
民
主
、
自
民
に
次

ぐ
第
３
極
を
目
指
す
と
表
明

し
た
▼
今
な
ぜ
こ
の
時
期
な

の
か
。
国
民
の
期
待
を
裏
切

り
、
支
持
率
が
低
下
し
た
民

主
党
政
権
、
過
去
の
よ
う
な

支
持
率
を
得
ら
れ
な
い
自
民

党
、
と
い
う
政
治
情
勢
の
中

で
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
の

が
橋
下
徹
大
阪
市
長
率
い
る

維
新
の
会
で
あ
る
。
両
者
は

手
を
組
む
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
る
。
条
件
的
に

は
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
目
的
は
何
な
の

か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る

▼
石
原
氏
の
東
京
都
に
よ
る

尖
閣
諸
島
購
入
発
言
は
記
憶

に
新
し
い
。
そ
の
発
言
に
よ

っ
て
、
中
国
国
内
で
暴
動
ま

で
に
発
展
し
た
。
こ
の
発
言

は
、
４
月

日
石
原
氏
が
米

16

国
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ヘ
リ
テ
ー

ジ
財
団
で
の
こ
と
。
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
を
ス
ム
ー
ス
に
行

う
た
め
の
地
な
ら
し
で
あ
っ

た
と
見
る
べ
き
だ
▼
領
土
問

題
は
国
民
の
戦
意
を
か
き
立

て
る
絶
好
の
材
料
で
あ
る
。

領
土
問
題
を
よ
り
煽
り
、
憲

法
第
９
条
改
悪
、
戦
争
へ
の

道
を
突
き
進
も
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
に
よ

り
歴
史
的
に
多
く
の
人
が
騙

さ
れ
、
戦
争
に
協
力
し
て
き

た
▼
ヒ
ト
ラ
ー
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
歴
史
の
転
換

期
に
は
強
力
な
「
指
導
者
」

が
登
場
す
る
。
歴
史
に
学
ぶ

な
ら
、
絶
対
に
支
持
し
な
い
、

騙
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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第３２８号

石
原
慎
太
郎
東
京
都

知
事
の
突
然
の
辞
任
、

国
政
進
出
が
巷
で
は
騒

ぎ
に
な
っ
て
い
る
。
石

汽 笛
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月

日
、
新
幹
線
関
西

10

18

地
本
は
、
名
古
屋
市
れ
あ
ろ

で
「
行
政
訴
訟
Ｍ
勝
利
報
告

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
地
本

小
林
委
員
長
は
「
最
高
裁
の

組
織
拡
大
１
年
の
検
証

名
古
屋
地
本
が
さ
ら
に
組
織
拡
大
を
目
指
す
集
会
を
開
催
！

不当労働行為とは断固闘う！
行政訴訟Ｍ勝利報告集会開催

勝利の報告を行う名古屋車両所分会村上委員長



月

日
、
第
１
８
１
臨

10

29

時
国
会
が
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
国
会
か
ら

新
た
に
所
属
す
る
委
員
会
及

び
党
の
役
職
が
決
定
し
ま
し

た
。私

は
、
「
国
土
交
通
委
員

会
」「
議
院
運
営
委
員
会
」「
災

害
対
策
特
別
委
員
会
」
「
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員

会
」(

理
事
に
就
任)

「
国
民

生
活
・
経
済
・
社
会
保
障
に

関
す
る
調
査
会
」
の
五
つ
の

委
員
会
に
所
属
し
、
党
の
役

職
で
は
参
議
院
民
主
党
・
新

緑
風
会
「
国
会
対
策
委
員
会
」

副
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。

特
に
、
Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
25

年
の
節
目
の
年
に
、
国
土
交

通
委
員
会
に
所
属
で
き
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
と

同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ

も
痛
感
し
て
い
ま
す
。
国
鉄

改
革
の
精
神
や
意
義
が
残
念

な
が
ら
薄
れ
て
き
て
い
る
昨

今
で
す
が
、
「
鉄
道
の
安
全

確
立
」
を
第
一
義
に
考
え
、

こ
の
大
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
災
害
に
強
い
鉄
道
の
確

立
を
目
指
す
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
方
針
を
実
現
す

る
為
の
サ
ポ
ー
ト
も
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
田
城
郁
の
３

つ
の
政
策
の
柱
の
一
本
で
あ

る
「
地
球
に
や
さ
し
い
総
合

交
通
政
策
」
の
実
現
に
向
け

て
も
、
具
体
的
な
一
歩
が
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
委
員
会
で
は
、
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
、
福
島
第

一
原
発
事
故
の
問
題
に
も
引

き
続
き
し
っ
か
り
と
関
わ
っ

て
い
く
決
意
で
す
。

一
方
、
民
主
党
に
所
属
す

る
有
志
の
議
員
に
よ
り
政
策

研
究
集
団
「
コ
モ
ン
ズ
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
「
脱
原

発
」
「
消
費
増
税
反
対
」
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
は
慎
重
に
」
そ
し

て
、
当
然
で
す
が
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
に
反
対
を
掲
げ

た
新
自
由
主
義
の
論
理
に
反

対
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
グ

ル
ー
プ
で
す
。

私
は
、
次
期
総
選
挙
に
向

け
て
の
民
主
党
の
マ
ニ
ュ
フ

ェ
ス
ト
作
成
の
会
議
に
お
い

て
も
、
「
こ
の
日
本
に
自
民

党
は
二
つ
い
ら
な
い
。
民
主

党
は
リ
ベ
ラ
ル
の
旗
手
で
あ

る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
日
本
が
こ
れ
以
上
右

傾
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
日

本
が
世
界
に
占
め
て
き
た

「
戦
争
を
し
な
い
平
和
国
家

・
日
本
」
と
い
う
立
ち
位
置

も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
許

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
日
本

国
憲
法
を
遵
守
し
、
平
和
・

人
権
・
民
主
主
義
の
確
立
し

た
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東

労
組
と
共
に
歩
ん
で
行
き
ま

す
。

月
７
日
、
川
崎
市
麻
生

10
市
民
会
館
で
、
リ
ニ
ア
新
幹

線
を
考
え
る
麻
生
の
会
・
宮

前
の
会
が
主
催
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
は

必
要
か
？
」
が
開
催
さ
れ
、

淵
上
委
員
長
が
報
告
者
と
し

て
招
か
れ
ま
し
た
。

淵
上
委
員
長
は
「
労
働
組

合
と
し
て
、
経
営
は
社
員
の

労
働
条
件
や
安
全
に
直
結
す

る
課
題
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
は

そ
の
意
味
で
反
対
し
て
い

る
。
金
利
の
低
下
で
長
期
債

務
の
利
子
が
下
が
っ
た
た
め

リ
ニ
ア
の
建
設
費
を
捻
出
し

て
い
る
。
金
利
が
上
が
れ
ば
、

建
設
資
金
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

ま
た
、
安
全
問
題
で
は
、
会

社
は
リ
ニ
ア
は
事
故
が
起
き

な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

る
た
め
、
事
故
発
生
時
の
対

策
は
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
新
横
浜

10

13

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
生
活
館
に

お
い
て
、
緑
の
政
治
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
か
な
が
わ
が
主
催
す

る
「
原
発
再
稼
働
し
て
ま
で
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
は
必
要
な

の
？
」
が
開
催
さ
れ
、
小
林

書
記
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

月

日
町
田

10

21

文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
に
お

い
て
、
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
を

考
え
る
東
京
・
神
奈
川
連
絡

会
」
町
田
実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
「
町
田
市
の
地
下
に

も
リ
ニ
ア
が
通
る
！

リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
、
そ
の
計
画

と
矛
盾
点
」
が
開
催
さ
れ
、

小
林
書
記
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
リ
ニ
ア
に
対
す

る
業
務
委
員
会
の
議
論
が
不

十
分
だ
と
し
て
、

月

日

10

30

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設

に
関
す
る
業
務
委
員
会
に
お

け
る
会
社
回
答
に
対
し
て
の

解
明
申
し
入
れ
」
（
『
申
第
18

号
』
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
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全ての原発を停止せよ！
さよなら原発集会に参加

月

日
、
知
識
人
・
著

10

13

名
人
が
呼
び
か
け
る
「

・
10

さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会

13

in

日
比
谷
」
が
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
市
民
・

労
働
者
６
５
０
０
名
が
結
集

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
は
３
５
０

名
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
も
新
幹
線

地
本
を
中
心
に
、
他
の
地
本

か
ら
も
多
く
の
仲
間
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
政
府
や
東
京

電
力
、
原
子
力
村
な
ど
に
対

す
る
怒
り
が
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
後
は
東
京
の
中
心

街
を
デ
モ
行
進
し
、
特
に
東

京
電
力
本
店
前
で
は
、
怒
り

の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
は
経
営
危
機
を
招
く
か
！

各
催
し
で
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
報
告

月
３
日
、
東
京
地
方
裁

10
判
所
で
報
復
処
分
撤
回
裁
判

第
８
回
口
頭
弁
論
が
開
か

れ
、
原
告
の
東
京
第
二
運
輸

所
分
会
斉
藤
書
記
長
が
堂
々

と
最
終
意
見
陳
述
を
行
い
、

報復処分撤回裁判結審！
判決は１月23日

結
審
し
ま
し
た
。

斉
藤
書
記
長
は
、
「
会
社

側
は
、
出
勤
か
ら
３
時
間
経

っ
て
も
な
お
強
い
酒
臭
が
し

た
と
証
言
し
て
い
る
が
常

識
、
経
験
上
か
ら
あ
り
得
な

い
。
検
査
の
結
果
乗
務
不
可

の
数
値
で
な
け
れ
ば
待
機

後
、
乗
務
さ
せ
る
べ
き
だ
。

科
学
的
根
拠
に
基
づ
か
ず
、

曖
昧
か
つ
矛
盾
し
た
管
理
者

の
判
断
の
み
で
酒
気
帯
び
と

断
定
し
、
ま
し
て
減
給
処
分

と
す
る
こ
と
は
絶
対
認
め
ら

れ
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

判
決
は
、
１
月

日
（
水
）

23

時

分
、
５
２
７
号
法
廷

13

10

で
す
。 年末手当要求！

基準内賃金と補償措置額の

３.５ヶ月

リ
ニ
ア
解
明
の

申
し
入
れ
提
出

田
城
議
員便

り


